
松
浦
茂
著

清
朝
の
ア
ム
ー
ル
政
策
と
少
数
民
族
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ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
に
よ
っ
て
、
十
七
世
紀
中
葉
に
ロ
シ
ア
人
は
ア

ム
ー
ル
川
流
域
に
も
進
出
し
た
。
一
六
四
四
年
に
は
ポ
ヤ
ル
コ
フ
が
、
一
六

五
一
年
に
は
ハ
パ
ロ
フ
が
、
一
六
五
三
年
に
は
ス
テ
パ
ノ
フ
が
ア
ム
ー
ル
川

流
域
に
現
わ
れ
た
。
か
れ
ら
は
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
住
民
か
ら
ク
ロ
テ
ン
の

毛
皮
を
収
奪
し
た
。
清
朝
は
、
ロ
シ
ア
の
進
出
を
阻
止
す
る
た
め
に
一
六
八

九
年
に
ロ
シ
ア
と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
候
約
を
締
結
し
て
ア
ム
ー
ル
川
流
域
か
ら

ロ
シ
ア
人
を
締
め
出
し
た
。
こ
う
し
て
ア
ム
ー
ル
川
流
域
を
支
配
十
に
お
い

た
清
朝
は
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
住
民
を
ど
の
よ
う
に
統
治
し
て
い
た
の
か
、

そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
氏
族
・
民
族
が
肘
住
し
て
い
た
の
か
、
特
に
ア
ム
ー

ル
川
ド
流
域
の
賦
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
四
年
に
中
岡
で

『
三
姓
副
都
統
街
門
漏
文
棺
案
誇
編
」
が
出
版
さ
れ
、
わ
が
園
で
も
話
題
を

呼
ん
だ
。
こ
の
満
洲
語
の
棺
案
の
中
園
語
詳
に
よ
っ
て
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
川

下
流
域
の
統
治
の
状
況
が
解
明
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
桔
案

の
す
べ
て
を
所
牧
し
て
は
い
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
の
研
究
の
た
め
に
は
涌

文
の
棺
案
を
見
る
し
か
な
か
っ
た
。

本
書
の
著
者
松
浦
氏
は
一
九
八
九
年
、
一
九
九
三
[
九
五
年
に
北
京
の
中

園
第
一
歴
史
槍
案
館
に
お
い
て
満
洲
語
の
『
三
姓
副
都
統
街
門
槍
案
』
、
『
寧

古
搭
副
都
統
街
門
槍
案
』
な
ど
の
棺
案
を
調
査
し
、
そ
の
精
綴
な
分
析
に
よ

っ
て
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
川
中
・
下
流
域
の
住
民
の
統
治
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
論
考
を
陸
績
と
設
表
し
て
来
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、
全
種
の

統

7
乞
園
っ
た
待
望
の
童
日
で
あ
る
。

本
書
は
四
部
構
成
の
全
十
二
章
に
、
附
篇
が
二
篇
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
部
清
朝
の
北
方
調
査

第
一
章
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
株
約
直
後
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
調
査

第

二

章

会

七

O
九
年
イ
エ
ズ
ス
舎
士
レ
ジ
ス
の
沿
海
地
方
調
査

第
三
章
会
七
二
七
年
の
北
京
曾
議
と
清
朝
の
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
進
出

第
二
部
ア
ム
ー
ル
川
水
系
の
経
済
構
造
と
商
人

第
四
章
十
七
世
紀
ア
ム
ー
ル
川
中
流
地
方
住
民
の
経
済
活
動

第
五
章
十
八
旺
紀
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
ホ
ジ
ホ
ン

第
六
章
十
八
世
紀
の
サ
ハ
リ
ン
交
易
と
キ
ジ
事
件

第
三
部
ア
ム
ー
ル
川
中
・
下
流
地
方
の
透
尽

第
七
章
ア
ム
ー
ル
川
中
・
下
流
地
方
の
透
民
組
織

第
八
章
康
照
前
竿
に
お
け
る
ク
ヤ
ラ
・
新
満
洲
佐
領
の
移
住

第
九
章
十
八
世
紀
の
ア
ム
ー
ル
川
中
流
地
方
に
お
け
る
民
族
の
交
替

第
四
部
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
統
治
シ
ス
テ
ム
と
透
民
枇
舎

第
十
章
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
地
方
統
治

第
十
一
章
ウ
リ
ン
の
輸
送
問
題
と
透
民
制
度
の
改
革

第
十
二
章
繊
維
製
品
の
流
入
と
透
民
枇
曾

附
篇
第
一
十
九
世
紀
に
お
け
る
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
透
民
の
貢
納
状
況

附
篇
第
二
聞
宵
林
裁
が
デ
レ
ン
で
出
合
っ
た
中
岡
人
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ま
ず
、
各
章
ご
と
に
紹
介
し
よ
う
。

第
一
部
は
清
朝
に
よ
る
ア
ム
ー
ル
川
中
・
下
流
域
と
サ
ハ
リ
ン
の
地
理
調

査
を
扱
っ
て
い
る
。
清
朝
は
ロ
シ
ア
と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
、
キ
ヤ
フ
タ
雨
候
約

に
よ
っ
て
園
境
を
書
一
定
し
た
が
、
清
朝
は
賓
際
に
は
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
左

岸
と
そ
の
河
口
の
向
か
い
側
に
あ
る
サ
ハ
リ
ン
の
地
理
に
つ
い
て
一
止
確
な
認

識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
清
朝
は
こ
の
地
域
に
三
回
に
わ
た
っ

て
調
査
隊
を
一
点
遣
し
て
い
る
。

第
二
早
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
係
約
締
結
の
翌
一
六
九

O
年
に
ア
ム
ー
ル
川
左

岸
地
域
と
サ
ハ
リ
ン
に
汲
達
さ
れ
た
調
査
隊
が
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
な
行
程

で
進
ん
で
、
ど
こ
ま
で
到
達
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
検
討
で
あ
る
。
こ

の
調
査
隊
の
祇
遣
の
一
経
緯
と
行
程
は
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
が
、
著
者
は
そ

の
詳
細
を
満
洲
語
の
槍
案
で
あ
る
『
黒
龍
江
将
軍
街
門
槍
案
』
を
用
い
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
隊
は
九
ル
l
ト
か
ら
、
ア
ム
ー
ル
川
上
流
の
ア
ル

グ
ン
川
と
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
川
の
流
域
を
は
じ
め
、
ア
ム
ー
ル
支
流
の
ゼ
ヤ
川
と

そ
の
支
流
の
セ
レ
ム
ジ
ャ
川
、
ア
ム
ー
ル
支
流
の
ブ
レ
ヤ
川
と
ゴ
リ
ユ
ン
川

と
ア
ム
グ
ン
川
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
ト
ウ
グ
ル
川
の
流
域
、
そ
し
て
ア

ム
ー
ル
河
円
の
海
上
の
島
で
あ
る
サ
ハ
リ
ン
の
最
北
部
を
踏
査
し
て
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
地
理
を
調
査
し
た
。
園
一
の
調
査
隊
の
進
路
コ

l
ス
の
地
園
は

露
清
関
係
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
。

第
二
章
は
康
照
帝
に
よ
っ
て
一
七

O
九
年
に
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
地
開

調
査
に
汲
遣
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
合
士
レ
ジ
ス
ら
の
調
査
と
、
そ
の
二
年
後
に

サ
ハ
リ
ン
の
地
理
調
査
に
採
遣
さ
れ
た
満
洲
人
の
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
の
調
査
の

行
程
の
解
明
と
、
レ
ジ
ス
が
そ
の
行
程
に
お
い
て
な
ぜ
沿
海
地
方
の
南
部
を

経
由
し
た
の
か
と
い
う
問
題
の
検
討
で
あ
る
。
レ
ジ
ス
や
サ
ル
チ
ャ
ン
の
地

理
調
査
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
詳
し
い
行
程
や
そ
の
成
果
は
分
か
っ
て
い
な
か

っ
た
。
著
者
は
こ
れ
を
満
洲
語
槍
案
の
『
黒
龍
江
将
軍
街
門
棺
案
』
、
君
主
円

塔
副
都
統
街
門
檎
案
」
、
「
三
姓
副
都
統
街
門
檎
案
』
を
用
い
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
レ
ジ
ス
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
の
ド
ン
ド
ン
村
ま
で
行
っ
て
引
き
返

し
た
。
そ
こ
で
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
が
ほ
遣
さ
れ
、
か
れ
ら
は
ア
ム
ー
ル
川
河
口

か
ら
サ
ハ
リ
ン
に
渡
り
、
北
緯
五
十
一
度
附
近
ま
で
の
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
束

西
沿
岸
の
地
理
を
調
査
し
た
。
か
れ
ら
は
サ
ハ
リ
ン
で
ウ
イ
ル
タ
民
族
や
ア

イ
ヌ
民
族
に
出
合
っ
て
い
る
。
著
者
は
レ
ジ
ス
が
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
に
行

く
行
程
に
お
い
て
ニ
ン
グ
タ
か
ら
ス
イ
フ
ン
川
、
ウ
ス
リ
川
の
よ
う
な
沿
海

地
方
を
経
由
す
る
コ
l
ス
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
十
七
世
紀
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
エ
ゾ
の
地
(
北
海
道
)
は
大
陸
の
一
部
な
の
か
、
そ
れ
と
も
島
な
の

か
と
い
う
論
争
が
あ
り
、
レ
ジ
ス
は
こ
の
問
題
を
検
諮
す
る
た
め
に
沿
海
地

方
を
経
由
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
レ
ジ
ス
自
身
は
サ
ハ
リ
ン
に
行
く
機
舎

が
な
か
っ
た
が
、
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
の
サ
ハ
リ
ン
調
査
に
よ
っ
て
、
エ
ゾ
と
は

異
な
る
名
前
の
島
で
あ
る
サ
ハ
リ
ン
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
島
は
一
七
一
八
年

に
完
成
し
た
『
皇
輿
全
覧
園
』
に
「
く
」
の
字
形
で
、
本
来
の
サ
ハ
リ
ン
島

の
北
心
十
分
だ
け
が
描
か
れ
、
レ
ジ
ス
は
こ
の
「
く
」
の
字
形
の
サ
ハ
リ
ン
島

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
と
い
う
。

第
三
章
は
清
朝
が
一
七
三
二
年
に
イ
ラ
ン
ハ
ラ
(
三
姓
)
副
都
統
の
旗
人

イ
ブ
ゲ
ネ
ら
を
サ
ハ
リ
ン
の
中
部
と
南
部
に
汲
遣
し
、
そ
の
土
地
の
ア
イ
ヌ

民
族
を
服
属
さ
せ
て
透
民
に
組
織
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
キ
ャ
フ
タ

篠
約
調
印
の
前
段
階
で
あ
る
一
七
二
六
!
七
年
の
ロ
シ
ア
と
清
朝
の
北
京
舎

議
に
お
い
て
サ
ハ
リ
ン
と
エ
ゾ
の
地
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
に
起

因
す
る
清
朝
の
サ
ハ
リ
ン
統
治
政
策
と
関
連
づ
け
て
検
討
し
た
考
察
で
あ
る
。
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ロ
シ
ア
は
す
で
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
宇
島
か
ら
ク
リ
ル
諸
島
を
南
下
し
て
エ
ゾ

の
地
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
。
清
朝
に
と
っ
て
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
と
エ
ゾ
の

地
の
閥
係
の
解
明
は
緊
急
課
題
と
な
っ
た
。
イ
ブ
ゲ
ネ
の
遠
征
に
よ
っ
て
、

サ
ハ
リ
ン
北
部
の
ニ
ヴ
フ
民
族
の
三
氏
族
と
サ
ハ
リ
ン
の
中
部
か
ら
南
部
に

か
け
て
居
住
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
三
氏
族
は
清
朝
の
遠
足
に
組
み
入
れ

ら
れ
て
、
毎
年
、
紹
皮
を
貢
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

第
二
部
は
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
の
住
民
に
よ
る
下
流
域
の
住
民
と
の
毛
皮

交
易
と
そ
の
経
済
活
動
の
賓
態
を
扱
っ
て
い
る
。

第
四
f

草
で
は
十
七
世
紀
前
半
の
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
に
は
い
か
な
る
民
族

が
居
住
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
と
、
ま
た
清
朝
の
八
旗
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
民
族
の
諸
氏
族
が
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
住
民
と
交
易
を

行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
『
寧
古
塔
副
都
統
街
門
槍
案
』
の
検
討
を
通
し
て
解

明
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
の
記
録
で
は
、
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
の
住
民
は

中
岡
で
は
フ
ル
ハ
(
呼
児
恰
)
と
、
ロ
シ
ア
で
は
ジ
ェ
チ
ェ
ル
と
、
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
か
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
民
族
だ
っ
た
の
か
、
不
明
で
あ
っ
た
。

著
者
は
ま
ず
、
松
花
江
と
ア
ム
ー
ル
川
の
令
流
黙
よ
り
上
流
の
ア
ム
ー
ル
川

沿
岸
と
、
松
花
江
河
口
か
ら
上
流
の
松
花
江
流
域
に
肘
住
し
て
い
た
五
氏
族

は
清
朝
に
よ
っ
て
八
旗
に
編
入
さ
れ
、
ニ
ン
グ
タ
に
移
さ
れ
て
新
潟
洲
佐
領

と
呼
ば
れ
た
こ
と
、
こ
の
五
氏
族
の
す
ぐ
下
流
に
居
住
し
て
い
た
三
氏
族
は

牡
汁
江
の
河
口
附
近
に
移
さ
れ
、
そ
の
土
地
は
イ
ラ
ン
ハ
ラ
(
一
一
一
姓
)
と
呼

ば
れ
た
こ
と
、
ウ
ス
リ
川
十
流
域
お
よ
び
ウ
ス
リ
川
と
ア
ム
ー
ル
川
と
の
合

流
貼
附
近
か
ら
下
流
の
ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
居
住
し
て
い
た
八
氏
族
は
八
旗

に
組
織
さ
れ
て
イ
ラ
ン
ハ
ラ
に
移
さ
れ
、
の
ち
に
八
姓
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
新
満
洲
佐
領
の
王
氏
族
は
漁
携
と
狩
猟
に
依

存
し
、
わ
ず
か
に
農
耕
も
行
な
い
、
三
姓
は
漁
携
に
依
存
し
、
八
姓
も
新
涌

洲
や
三
姓
の
生
活
様
式
に
近
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
か
つ
て
の
ア
ム
ー

ル
川
中
流
域
の
住
民
は
ニ
ン
グ
タ
や
イ
ラ
ン
ハ
ラ
に
移
住
す
る
以
前
か
ら
ア

ム
ー
ル
川
下
流
域
に
毛
皮
交
易
に
出
か
け
て
い
た
が
、
か
れ
ら
は
移
住
後
も

ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
に
交
易
に
山
川
か
け
、
毛
皮
の
中
継
貿
易
で
え
た
一
経
済
力

を
背
景
に
清
朝
と
特
別
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
。

第
五
章
で
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
か
ら
北
京
に
上
京
し
て
、
清
朝
の
皇
帝

に
大
量
の
毛
皮
を
献
上
し
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
旗
人
の
娘
を
賜
わ
り
、
ホ

ジ
ホ
ン
(
婿
)
と
呼
ば
れ
た
、
選
民
の
尚
入
居
の
毛
皮
交
易
と
ホ
ジ
ホ
ン
に
よ

る
康
範
囲
な
経
済
活
動
の
賓
態
が
『
寧
古
塔
副
都
統
街
門
槍
案
』
の
検
討
を

通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
そ
の
よ
う
な
ホ
ジ
ホ
ン
の
例
を
二

十
一
名
翠
げ
て
、
そ
の
持
参
し
た
毛
皮
の
詳
細
と
、
特
に
サ
ハ
リ
ン
に
遺
さ

れ
て
い
た
「
カ
ラ
フ
ト
ナ
ヨ
ロ
文
書
』
の
第
一
披
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
ア

ム
ー
ル
川
最
下
流
域
の
透
民
で
ニ
ヴ
フ
民
族
の
リ
ダ
カ
の
貢
納
品
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
・
量
と
も
に
桁
外
れ
の
毛
皮
が
貢
納
さ
れ
て
い
た
賓

態
を
解
明
し
て
い
る
。
ま
た
ホ
ジ
ホ
ン
と
そ
の
妻
に
な
っ
た
旗
人
の
娘
サ
ル

ガ
ン
ジ
ユ
イ
(
娘
の
意
)
は
北
京
に
里
蹄
り
し
た
際
に
膨
大
な
毛
皮
を
持
参

し
て
献
上
し
て
お
り
、
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
ホ
ジ
ホ
ン
た
ち
は
西
は
ア

ム
ー
ル
川
左
岸
の
シ
ベ
リ
ア
の
、
東
は
サ
ハ
リ
ン
の
住
民
と
の
庚
範
聞
な
交

易
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
毛
皮
を
買
い
集
め
て
い
た
と
い
う
。

第
六
章
で
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
違
民
の
中
か
ら
現
わ
れ
た
有
力
な
商

人
た
ち
が
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
に
出
向
い
て
サ
ハ
リ
ン
の
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ

民
族
と
交
易
す
る
際
に
、
サ
ハ
リ
ン
の
西
海
岸
か
ら
山
越
え
し
て
ボ
ロ
ナ
イ

川
の
L
L
流
に
出
て
、
こ
れ
を
南
下
し
て
河
口
に
出
る
ル

l
ト
が
利
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
『
宇
古
塔
副
都
統
街
門
棺
案
』
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
サ
ハ
リ
ン
の
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
易
は
、
一
七
四
二
年
に
ア
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ム
|
ル
川
最
下
流
域
の
キ
ジ
で
起
こ
っ
た
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
ホ
ジ
ホ
ン

で
あ
る
商
人
と
そ
こ
を
訪
れ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
聞
の
殺
人
事
件
を
契
機
に
断

絶
さ
れ
、
そ
れ
以
後
の
ア
ム
ー
ル
商
人
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
民
族
と

の
交
易
相
手
は
西
海
岸
の
ア
イ
ヌ
民
族
に
替
わ
っ
た
と
い
う
。

第
三
部
は
本
書
の
最
も
中
核
と
な
る
ア
ム
ー
ル
川
中
・
下
流
地
方
の
遺
民

組
織
の
成
立
と
饗
還
の
検
討
と
、
清
朝
の
少
数
民
族
統
治
政
策
の
考
察
で
あ

る。
第
七
人
ム
早
は
清
朝
が
ア
ム
ー
ル
川
中
・
十
流
域
と
サ
ハ
リ
ン
北
部
に
居
住
す

る
少
数
民
族
を
、
八
旗
と
匝
別
し
て
、
兵
役
を
負
わ
な
い
代
わ
り
に
毎
年
紹

皮
を
貢
納
す
る
義
務
を
課
し
、
逢
民
の
組
織
に
入
れ
て
統
治
し
た
透
民
組
織

の
形
成
過
程
と
そ
の
内
部
構
成
を
検
討
し
て
い
る
。
ア
ム
ー
ル
川
卜
流
域
で

は
二
ハ
五
一
一
一
年
に
ナ
ナ
イ
民
族
系
の
使
犬
部
の
十
氏
族
が
蹄
順
し
て
透
民
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
そ
れ
よ
り
下
流
域
の
ナ
ナ
イ
民
族
、
エ
ヴ
エ
ン
キ
民

族
、
オ
ル
チ
ヤ
〔
ウ
リ
チ
〕
民
族
、
ネ
ギ
ダ
ル
民
族
、
ニ
ヴ
フ
民
族
が
、
サ

ハ
リ
ン
北
部
で
は
ニ
ヴ
フ
民
族
と
ウ
イ
ル
タ
民
族
と
ア
イ
ヌ
民
族
が
透
民
に

組
織
さ
れ
た
。
本
章
は
『
三
姓
副
都
統
街
門
棺
案
』
と
『
寧
古
塔
副
都
統
街

門
槍
案
』
に
記
さ
れ
て
い
る
五
十
六
の
氏
族
に
つ
い
て
、
そ
の
居
住
地
の
村

を
『
漏
漢
合
壁
清
内
府
一
統
輿
地
秘
園
』
に
記
入
さ
れ
た
地
名
と
封
比
し
、

ま
た
ロ
シ
ア
の
民
族
同
学
者
パ
ト
カ
ノ
フ
に
よ
る
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
ト
ゥ
ン

グ
l
ス
諸
民
族
の
氏
族
構
成
と
そ
の
分
布
の
研
究
、
お
よ
び
ス
モ
リ
ヤ
ク
に

よ
る
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
と
サ
ハ
リ
ン
の
少
数
民
族
の
関
係
の
研
究
成
果
を

も
踏
ま
え
て
、
氏
族
の
居
住
地
と
そ
の
民
族
の
蹄
属
を
丹
念
に
究
明
し
た
労

作
で
あ
る
。
ま
た
園
六
の
透
民
村
落
の
地
園
は
ア
ム
ー
ル
下
流
地
方
の
諸
氏

族
・
諸
民
族
の
分
布
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
貢
献
で
あ
り
、
そ
の
作
製
に

は
著
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
背
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
八
章
で
は
清
朝
の
針
ロ
シ
ア
政
策
に
よ
っ
て
一
六
七

O
年
と
一
六
七
四

年
に
編
成
さ
れ
た
ク
ヤ
ラ
(
庫
雅
投
)
佐
領
と
新
潟
洲
佐
領
の
諸
氏
族
の
出

身
地
と
か
れ
ら
の
移
住
先
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ク
ヤ
ラ
佐
領
の
十
四

の
氏
族
は
ウ
ス
リ
川
流
域
と
沿
海
地
方
南
部
の
漫
民
で
あ
っ
た
が
、
吉
林
に

移
住
さ
せ
ら
れ
、
新
満
洲
佐
領
の
四
十
の
氏
族
は
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
と
一

部
は
ウ
ス
リ
川
流
域
の
透
民
で
あ
っ
た
が
、
ニ
ン
グ
タ
(
寧
古
塔
)
や
吉
林

に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

第
九
章
は
ア
ム
ー
ル
川
中
流
地
方
の
中
園
領
に
現
代
、
居
住
し
て
い
る
ナ

ナ
イ
民
族
で
あ
る
赫
哲
族
は
い
つ
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
移
住
し
て
そ

こ
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
検
討
で
あ
る
。
清
朝

の
封
ロ
シ
ア
政
策
に
よ
っ
て
新
満
洲
佐
領
に
編
成
さ
れ
た
諸
氏
族
が
ア
ム
ー

ル
川
中
流
域
か
ら
ニ
ン
グ
タ
に
移
住
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
あ
と
を
追
っ
て
、
の

ち
に
イ
ラ
ン
ハ
ラ
(
一
一
一
姓
)
と
縛
さ
れ
る
三
氏
族
が
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
か

ら
牡
丹
江
河
口
に
移
住
し
た
結
呆
、
空
地
と
な
っ
た
ア
ム
ー
ル
川
中
流
地
方

に
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
か
ら
、
か
つ
て
使
犬
部
(
使
犬
園
)
な
ど
と
呼
ば

れ
た
諸
氏
族
が
十
八
世
紀
中
こ
ろ
ま
で
に
移
動
し
て
来
て
居
住
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

第
四
部
は
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
漫
民
統
治
の
方
法
と
、
港
民

が
貢
納
す
る
毛
皮
と
引
き
換
え
に
給
付
さ
れ
た
繊
維
製
品
が
ア
ム
ー
ル
川
十

流
地
方
の
透
民
枇
舎
に
奥
え
た
影
響
の
考
察
で
あ
る
。

第
十
章
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
透
民
に
貢
納
さ
せ
る
紹
皮
の
受
け
取

り
に
汲
遣
さ
れ
た
旗
人
の
名
前
、
徴
収
し
た
紹
皮
の
枚
数
、
お
よ
び
貢
納
地

貼
を
、
主
と
し
て
『
一
二
姓
副
都
統
街
門
棺
案
」
の
記
述
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
、
清
朝
の
透
民
統
治
樫
制
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
エ
只
納
は
、
本
来
で

あ
れ
ば
透
民
が
ニ
ン
グ
タ
や
イ
ラ
ン
ハ
ラ
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
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遠
隔
地
の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
や
サ
ハ
リ
ン
の
透
民
は
ア
ム
ー
ル
川
の
最
下

流
域
に
設
置
さ
れ
た
貢
納
地
黙
で
、
そ
こ
に
汲
遣
さ
れ
た
清
朝
の
旗
人
に
紹

皮
を
貢
納
し
た
。
旗
人
を
一
保
遣
し
て
貢
納
口
問
を
徴
牧
す
る
制
度
は
十
九
世
紀

に
入
る
と
弱
健
化
し
、
十
九
世
紀
半
ば
に
な
る
と
清
の
ア
ム
ー
ル
地
方
統
治

は
危
機
的
な
段
階
に
な
る
と
い
う
。

第
十
一
章
で
は
紹
皮
を
貢
納
し
た
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
透
民
に
給
付

す
る
ウ
リ
ン
(
烏
林
。
賓
物
の
意
)
の
輸
送
と
支
給
す
る
数
量
の
準
備
の
際

に
清
朝
が
直
面
し
た
問
題
黙
が
、
『
寧
士
円
塔
副
都
統
街
門
棺
案
』
に
記
述
さ

れ
て
い
る
透
民
の
戸
数
と
か
れ
ら
が
貢
納
し
た
紹
皮
数
、
お
よ
び
準
備
し
た

ウ
リ
ン
の
数
量
と
支
給
し
た
ウ
リ
ン
の
数
量
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
毛
皮
獣
は
巌
冬
期
に
捕
獲
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
毛
皮

を
透
民
は
春
か
ら
夏
に
貢
納
地
貼
に
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
毎
年
、
春
ま
で

に
、
支
給
す
る
ウ
リ
ン
の
数
量
を
製
作
し
て
、
こ
れ
を
ニ
ン
グ
タ
に
輸
送
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
透
民
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
支
給
す
べ
き
ウ

リ
ン
の
数
量
が
増
加
し
た
の
で
、
一
七
二
八
年
か
ら
は
ウ
リ
ン
と
し
て
支
給

す
る
衣
服
を
縫
製
す
る
時
聞
を
省
略
し
て
布
地
の
ま
ま
で
遠
足
に
支
給
す
る

よ
、
つ
に
な
っ
た
と
い
、
っ
。

第
十
二
章
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
透
民
に
ウ
リ
ン
と
し
て
支
給
さ
れ

た
絹
織
物
や
綿
織
物
の
衣
服
、
あ
る
い
は
布
地
が
透
民
の
枇
舎
に
及
ぼ
し
た

影
響
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
著
者
は
ウ
リ
ン
の
ほ
か
、
ア
ム
ー
ル
地
域

へ
侵
入
し
て
透
民
か
ら
紹
皮
を
買
い
上
げ
る
漢
人
商
人
た
ち
が
購
入
し
た
紹

皮
の
数
量
を
『
一
一
一
姓
副
都
統
案
』
か
ら
抽
出
し
、
そ
の
数
量
の
多
さ
を
指
摘

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
ア
ム
ー
ル
川
下
流
・
サ
ハ
リ
ン

地
方
に
流
入
し
た
繊
維
製
品
の
量
は
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
越
え
る
も
の
が

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

附
篇
第
一
で
は
、
紹
皮
を
貢
納
し
た
サ
ハ
リ
ン
の
六
氏
族
と
ア
ム
ー
ル
川

下
流
域
の
五
十
氏
族
の
年
度
別
貢
納
戸
数
を
『
一
二
姓
副
都
統
街
門
桔
案
』
に

よ
っ
て
調
べ
、
槍
案
に
記
さ
れ
た
貢
納
戸
数
と
貢
納
者
名
簿
に
は
情
報
操
作

が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

附
篇
第
二
で
は
、
間
宮
林
裁
が
デ
レ
ン
で
出
合
っ
た
中
園
人
三
人
が
、
抑
制

皮
の
受
領
に
イ
ラ
ン
ハ
ラ
か
ら
汲
達
さ
れ
た
旗
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
正
式
な

名
前
は
『
三
姓
副
都
統
街
門
棺
案
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

本
書
は
こ
の
よ
う
に
清
朝
が
ア
ム
ー
ル
川
中
・
下
流
と
サ
ハ
リ
ン
の
諸
氏

族
・
少
数
民
族
を
ど
の
よ
う
に
逢
民
に
組
織
し
て
統
治
し
て
い
た
か
と
い
う

問
題
の
解
明
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
の
透
民
は
貢
納
品
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
抑
制

皮
を
貢
納
し
て
い
た
か
、
清
朝
が
透
民
に
給
付
し
た
ウ
リ
ン
は
ど
の
よ
う
な

品
甘
と
数
量
だ
っ
た
か
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
の
透
民
が
居
住
す
る
村
落
は
ど

こ
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
最
も
基
本
的
な
問
題
黙
を
満
洲
語
の
史
料
、
特

に
『
三
姓
副
都
統
街
門
槍
案
』
と
『
寧
古
搭
副
都
統
街
門
槍
案
』
に
所
牧
さ

れ
て
い
る
膨
大
な
槍
案
を
丹
念
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
こ

れ
を
丹
精
込
め
た
詳
細
な
表
に
ま
と
め
た
上
で
、
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
統
治
政

策
を
考
察
し
た
大
著
で
あ
る
。

と
り
わ
け
第
七
章
の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
槍
案
に
記
さ
れ
て
い
る
諸

氏
族
は
現
代
の
ど
の
少
数
民
族
の
ど
の
氏
族
に
到
摩
す
る
か
、
と
い
う
分
析

は
シ
ベ
リ
ア
の
諸
氏
族
・
諸
民
族
の
分
布
を
ヤ
サ
l
ク
(
毛
皮
税
)
徴
牧
塁

帳
に
基
づ
い
て
研
究
し
た
ド
ル
ギ
l
フ
の
名
著
『
十
七
世
紀
に
お
け
る
シ
ベ

リ
ア
の
諸
民
族
の
氏
族
・
部
族
構
成
』
と
と
も
に
ト
ゥ
ン
グ
l
ス
諸
民
族
の

77 



78 

民
族
誌
向
学
研
究
に
寄
興
す
る
論
考
で
あ
る
。
ま
た
第
一
章
の
清
朝
が
ネ
ル
チ

ン
ス
ク
後
約
締
結
の
烹
年
に
汲
遣
し
た
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
の
地
理
調
査
隊
の

調
査
ル

1
ト
の
解
明
は
、
こ
の
地
域
へ
の
清
朝
の
進
出
過
程
が
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
露
清
関
係
史
の
研
究
に
お
い
て
意
義
深
い
。

同
様
に
、
第
三
章
の
清
朝
が
キ
ヤ
フ
タ
係
約
締
結
後
に
汲
遣
し
た
サ
ハ
リ
ン

調
査
隊
に
よ
っ
て
遺
民
に
組
織
さ
れ
た
サ
ハ
リ
ン
の
住
民
の
氏
族
名
の
解
明

は
、
サ
ハ
リ
ン
へ
の
清
朝
の
進
出
過
程
が
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
史
の
研
究
に
お
い
て
意
義
深
い
。
同
時
に
、
こ
の
第

一
章
と
第
三
章
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
侠
約
と
キ
ヤ
フ
タ
係
約
の
締
結
の
直
後
に

清
朝
が
上
記
の
地
域
に
調
査
隊
を
慌
た
だ
し
く
汲
遣
し
て
い
る
経
緯
の
賓
朕

を
詳
細
に
惇
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
清
朝
が
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
域
と
ア

ム
ー
ル
川
下
流
地
方
に
つ
い
て
正
確
な
地
理
的
認
識
が
な
い
ま
ま
に
図
境
書
一
一

定
曾
議
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
を
傍
詮
し
て
い
る
黙
に
お
い
て
興
味
深
い
。

第
五
章
の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
ホ
ジ
ホ
ン
が
、
ま
た
ホ
ジ
ホ
ン
と
サ

ル
ガ
ン
ジ
ユ
イ
が
上
京
の
際
に
持
参
す
る
毛
皮
の
多
様
な
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ

の
毛
皮
の
桁
外
れ
な
数
量
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
見
返
り
に
、
ホ
ジ

ホ
ン
と
サ
ル
ガ
ン
ジ
ユ
イ
が
恩
賞
と
し
て
下
賜
さ
れ
る
絹
織
物
や
綿
織
物
の

衣
服
、
帽
子
、
靴
下
、
弓
矢
、
馬
具
な
ど
が
棺
案
に
よ
っ
て
詳
細
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
透
民
が
ど
れ
ほ
ど
の
枚
数
の
紹

皮
を
貢
納
し
て
い
た
か
、
と
い
う
そ
の
数
量
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
十
章
と

第
十
一
章
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
量
が
表
に
よ
っ
て
一
ぶ
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
第
十
二
章
で
は
こ
れ
ら
の
多
様
な
種
類
の
毛
皮
と
膨
大
な
数

量
の
紹
皮
と
引
き
換
え
に
、
透
民
に
支
給
さ
れ
た
絹
織
物
や
綿
織
物
の
衣
服

あ
る
い
は
布
地
、
上
着
・
肌
着
・
帽
子
・
靴
な
ど
が
棺
案
に
よ
っ
て
詳
細
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
紹
皮
と
繊
維
製
品
の
交
易
が
ア
ム
ー
ル

川
下
流
地
方
の
諸
民
族
の
祉
舎
に
輿
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
シ
ユ
レ
ン
ク

に
よ
る
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
調
査
以
来
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
説
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
交
易
品
の
細
部
に
わ
た
る
数
量
ま
で
は
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
黙
に
お
い
て
も
こ
の
分
野
の
研
究
へ
の
本
書

の
貢
献
は
多
大
で
あ
る
。

* 

以
下
に
、
気
の
つ
い
た
殿
、
お
よ
び
今
後
の
謀
題
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
。

第
二
章
の
六
一
頁
に
「
八
月
五
日
(
陽
暦
九
月
八
日
)
前
後
に
ア
ニ
ユ
イ

川
の
河
口
に
近
い
ア
ム
ー
ル
沿
岸
の
村
ド
ン
ド
ン
に
達
す
る
。
と
こ
ろ
が
す

で
に
『
袋
気
が
巌
し
く
、
ア
ム
ー
ル
川
も
凍
結
し
始
め
て
、
航
行
が
危
険
に
な

っ
た
の
で
、
レ
ジ
ス
た
ち
は
調
査
を
績
行
す
る
こ
と
を
断
念
し
て
、
引
き
返

し
た
」
と
あ
る
。
十
八
世
紀
初
頭
は
「
小
氷
河
期
」
の
中
で
最
も
寒
冷
化
が

進
ん
だ
「
マ
ウ
ン
ダ

I
極
小
期
」
(
一
六
四
五
年
こ
ろ
か
ら
一
七
一
五
年
こ

(
l
)
 

ろ
ま
で
)
に
相
嘗
す
る
か
ら
、
レ
ジ
ス
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
地
球
規
模
の
実
r

気
に
襲
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
通
常
、
ア
ム
ー
ル
川
が
凍
結

す
る
の
は
十
一
月
中
旬
か
ら
で
あ
り
、
ア
ニ
ユ
イ
川
附
近
で
早
く
も
九
月
上

旬
に
ア
ム
ー
ル
川
が
凍
結
し
始
め
た
と
い
う
の
は
信
じ
難
い
。
こ
の
個
所
の

レ
ジ
ス
の
報
告
は
疑
問
で
あ
り
、
レ
ジ
ス
は
何
か
別
な
理
由
が
あ
っ
て
調
査

の
績
行
を
断
念
し
て
、
引
き
返
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
二
章
の
六
九
頁
に
「
も
し
島
が
も
っ
と
長
け
れ
ば
陸
地
が
あ
る
は
ず
だ

が
、
王
十
一
度
を
越
え
る
と
海
岸
沿
い
に
は
い
か
な
る
陸
地
も
見
え
な
い
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
の
サ
ハ
リ
ン
調
査
を
レ
ジ
ス
が
そ
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
サ
ハ
リ
ン
の
西
海
岸
は
ほ
ぼ
南
北
に
一
直
線
に
走

っ
て
お
り
、
天
候
さ
え
良
け
れ
ば
は
る
か
彼
方
ま
で
海
岸
線
に
沿
っ
て
陸
地
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を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
五
十
一
度
を
越
え
る
と
、
そ
の
先
に

い
か
な
る
陸
地
も
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
著
者
は
こ
れ
に

つ
い
て
、
「
サ
ル
チ
ャ
ン
た
ち
は
、
南
部
の
山
岳
地
帯
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
端
は
約
五
十
一
度
で
あ
る
と
報
告

し
た
の
で
あ
ろ
う
」
(
六
九

l
七
O
一
貝
)
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
は
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
釣
岸
に
大
き
な
島
が
存
在
す
る
と

い
う
情
報
を
僻
認
す
る
た
め
に
、
こ
の
島
の
剥
査
に
一
以
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
も
し
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
が
西
海
岸
を
海
岸
線
に
沿
っ
て
南
下
す
れ
ば
、

サ
ハ
リ
ン
島
の
南
端
が
ほ
ぼ
五
十
一
度
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
測
定
結
果
に

は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
は
賓
際
に
は
ア

ム
ー
ル
川
の
河
口
か
ら
サ
ハ
リ
ン
の
西
海
岸
に
到
着
し
た
が
、
西
海
岸
は
ほ

と
ん
ど
踏
査
せ
ず
、
五
十
一
度
附
近
の
イ
ド
ゥ
イ
な
ど
の
地
名
は
現
地
で
の

聴
き
取
り
調
査
の
結
果
を
机
上
で
地
固
に
書
き
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
調
査
の
不
備
に
よ
っ
て
、
サ
ハ
リ
ン
は
『
白
玉
輿
全
覧
園
』

に
お
い
て
「
く
」
の
字
形
に
描
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
四
章
の
一
四
一
一
良
に
「
狐
や
紹
な
ど
の
毛
皮
は
、
本
来
ア
ム
ー
ル
川
の

下
流
地
域
に
は
産
出
せ
ず
、
ア
ム
ー
ル
川
の
左
岸
か
ら
シ
ベ
リ
ア
ま
で
の
内

陸
部
、
あ
る
い
は
サ
ハ
リ
ン
で
生
産
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。
本
来
、
ア

ム
ー
ル
川
下
流
域
に
毛
皮
獣
と
し
て
の
狐
や
紹
は
棲
息
し
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
著
者
は
同
章
の
一
一
一
一
一
一

l
三
頁
で
は
「
ア
ム
ー
ル
川
の
下
流
地
方
や

シ
ベ
リ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
に
産
す
る
黒
狐
や
黒
紹
な
ど
の
高
債
な
毛
皮
は
」
と

記
し
て
い
る
。
清
朝
が
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
透
民
た
ち
に
、
毎
年
各
戸

紹
皮
一
枚
を
貢
納
す
る
義
務
を
課
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
白
岨
胞
が
ア

ム
ー
ル
川
下
流
域
に
紹
が
棲
息
し
て
い
て
、
良
質
の
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
貢

納
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
詮
明
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ア
ム

l

ル
川
下
流
域
は
今
円
で
も
な
お
、
ク
ロ
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
、
ミ
ン
ク
な
ど
の
毛

(
2
)
 

皮
獣
の
豊
か
な
棲
息
地
域
で
あ
る
。

第
五
章
の
一
六
八
頁
に
「
興
味
深
い
の
は
合
口
問
問
宝
で
あ
る
」
と
言
い
、

こ
の
満
洲
訴
の
語
源
は
ウ
イ
ル
タ
語
の

es岡
田
口
や
ニ
ヴ
フ
語
の

L
2え

で
、
「
と
も
に
あ
ご
ひ
げ
あ
ざ
ら
し
を
指
す
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
一
際
、

あ
ご
ひ
げ
あ
ざ
ら
し
と
し
て
お
く
」
と
あ
る
。
著
者
が
引
用
し
て
い
る
服
部

健
の
「
樺
太
ギ
リ
ヤ
l
ク
漁
携
語
葉
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ギ
リ

ヤ
l
ク
語
に
は
ア
ザ
ラ
シ
の
総
禰
と
し
て

-SEHと
い
う
車
訴
が
あ
り
、
同

時
に
ギ
リ
ヤ
l
ク
は
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
棲
息
し
て
い
る

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
、
フ
ィ
リ
ア
ザ
ラ
シ
、
ク
ラ
カ
ケ
ア
ザ
ラ
シ
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ

ア
ザ
ラ
シ
を
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
別
に
異
な
っ
た
名
禰
で
呼
び
、
そ
の
う
ち

岳
戸
四
戸
円
は
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
六
歳
以
上
の
成
獣
の
時
び
名
で
あ
る
。

犬
飼
哲
夫
に
よ
れ
ば
、
オ
ロ
ッ
コ
(
ウ
イ
ル
タ
民
族
の
奮
禰
)
は
ア
ザ
ラ
シ

を
線
禰
し
て
プ
l
ト
と
呼
び
、
オ
ロ
ッ
コ
に
も
四
種
類
の
ア
ザ
ラ
シ
に
年
齢

別
の
呼
び
名
が
あ
っ
て
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
成
懐
の
呼
び
名
は
ド
ウ
ガ

(
3
)
 

リ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
ド
ウ
ガ
リ
と
い
う
表
記
は
上
記
の
ウ
イ
ル
タ
語
の

E
S宮
口
、
ニ
ヴ
フ
訴
の
岳
唱
え
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
澗
潟
久
治

に
よ
れ
ば
、
ウ
イ
ル
タ
語
で
は
ア
ザ
ラ
シ
の
線
禰
は

Z
G
で
あ
汁
、
ア
ゴ

ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
五
歳
以
上
の
成
獣
の
呼
び
名
は

E
g
b
E
で
あ
る
。
で
は
、

な
ぜ
ア
ザ
ラ
シ
の
線
禰
で
は
な
く
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
成
獣
の
呼
び
名

が
満
洲
語
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
は
ア
ザ
ラ
シ
の
仲

間
で
は
最
も
大
形
粧
で
あ
り
、
し
か
も
皮
革
用
と
し
て
そ
の
毛
皮
は
他
の
種

(
5
)
 

類
の
ア
ザ
ラ
シ
と
比
べ
て
最
上
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ

の
成
獣
は
他
の
種
類
の
ア
ザ
ラ
シ
と
比
べ
て
そ
れ
ら
よ
り
桂
長
が
一
・
五
倍
、

樫
重
は
三
倍
も
あ
る
の
で
、
四
種
類
の
ア
ザ
ラ
シ
の
う
ち
、
ア
ゴ
ビ
ゲ
ア
ザ
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ラ
シ
は
そ
の
内
・
脂
肪
・
毛
皮
と
も
、
最
も
利
川
市
の
殺
率
が
高
い
。
し
た
が

っ
て
中
園
に
運
ば
れ
た
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮
は
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮
だ

っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
、
こ
こ
は
著
者
の
記
載
ど
お
り
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア

ザ
ラ
シ
と
表
記
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

第
七
章
の
二
四

O
頁
に
、
「
潅
正
十
穴
七
三
二
)
年
に
再
び
イ
フ
ゲ
ネ

ら
を
送
っ
て
、
サ
ハ
リ
ン
全
健
で
ネ
オ
デ
、
ド
ゥ
ワ
ハ
、
ヤ
ダ
ン
、
チ
ヨ
ミ

ン
、
シ
ユ
ル
ン
グ
ル
、
ト
l
の
六
姓
百
四
十
六
戸
を
従
え
て
、
か
れ
ら
を
蓬

民
に
組
織
し
た
。
こ
の
う
ち
八
十
三
戸
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
に
住
む
ア
イ

ヌ
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
「
こ
の
結
果
清
の
勢
力
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
端
ま

で
達
し
た
」
と
あ
る
。
南
端
ま
で
と
い
う
の
は
、
清
朝
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
全

域
を
支
配
下
に
入
れ
た
と
い
う
+
意
味
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
第
三
章
の
一

O
八
i
一
一
一
一
一
頁
に
よ
れ
ば
ネ
オ
デ
、
ド
ゥ
ワ
ハ
、
チ
ヨ
ミ
ン
の
三
氏
族
は

サ
ハ
リ
ン
北
部
の
ニ
ヴ
フ
に
属
し
、
ヤ
ダ
ン
、
ト
l
、
シ
ュ
レ
ン
グ
ル
の
三

氏
族
は
そ
れ
ぞ
れ
西
海
岸
の
ナ
ヨ
口
、
東
海
岸
の
タ
ラ
イ
カ
、
お
よ
び
タ
ラ

イ
カ
か
ら
南
に
一
日
程
に
あ
る
コ
タ
ン
ケ
シ
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
土
地
は
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
で
あ
り
、
ナ
ヨ
ロ
は
北
緯
四
十
八
度
に

あ
る
。
松
前
藩
は
す
で
に
延
賓
七
(
一
六
七
九
)
年
に
ア
ニ
ワ

(
E庭
)
湾

の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
(
楠
渓
、
現
コ
ル
サ
コ
フ
)
に
陣
屋
を
置
い
て
、
サ
ハ

(
6
)
 

リ
ン
南
端
部
の
ア
イ
ヌ
民
族
に
宗
谷
場
所
と
の
通
交
を
許
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
イ
ブ
ゲ
ネ
の
遠
征
に
よ
っ
て
清
の
勢
力
が
サ
ハ
リ
ン
南
端
ま
で
達
し

た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

第
十
章
の
三
五
五
!
三
五
六
頁
に
、
「
十
九
世
紀
前
宇
に
な
る
と
貢
納
地

黙
は
さ
ら
に
上
流
に
移
動
す
る
」
と
し
て
、
「
デ
レ
ン
に
貢
納
地
馴
が
移
っ

た
こ
と
は
、
清
が
常
時
ア
ム
ー
ル
の
最
下
流
地
域
を
統
治
す
る
力
を
失
っ
て
、

ア
ム
ー
ル
の
河
口
泣
く
か
ら
撤
退
を
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
あ
る
。

同
様
の
記
述
は
第
王
者
γ

の
一
七
一
頁
に
も
あ
る
。
清
が
ア
ム
ー
ル
川
の
最
下

流
地
域
を
統
治
す
る
力
を
失
っ
た
の
は
何
ゆ
え
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
に

つ
い
て
の
説
明
が
何
ら
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
し
か
も
そ

れ
は
撤
退
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
今
後
の
検
討
を
期

待
し
た
い
。

最
後
に
、
こ
れ
は
評
者
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
が
、
第
五
章

の
一
七
二
頁
に
「
黒
狐
皮
・
北
極
狐
皮
・
赤
狐
皮
・
あ
ご
ひ
げ
あ
ざ
ら
し
皮

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
シ
ベ
リ
ア
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
な
ど
の
遠
方
か
ら
運
ん

で
き
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
は
上
遮
の
よ
、
つ
に
サ

ハ
リ
ン
東
海
岸
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
棲
息
し
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
に
棲
息
す

(
7
)
 

る
狐
は
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
黒
狐
、
十
字
狐
の
三
種
で
あ
る
。
で
は
残
る
北
極
狐

と
赤
狐
の
毛
皮
は
シ
ベ
リ
ア
の
ど
こ
か
ら
遥
ば
れ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ら
の
狐
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
に
棲
息
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
検
討
課

題
で
あ
る
。
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++-(l
)

吉
野
正
敏
「
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
時
代
の
気
候
と
人
間
活
動
」
(
『
議

出
文
明
と
環
境
』
第
六
巻
「
歴
史
と
気
候
」
朝
倉
書
出
、
一
九
九
五

年
)
、
二
三
頁
。
楼
井
邦
朋
『
夏
が
来
な
か
っ
た
時
代
歴
史
を
動

か
し
た
気
候
饗
動
』
(
士
口
川
弘
文
館
、
二

O
O一
一
一
年
)
、
一

o
l
一一、

五
二
頁
。

(
2
)

出
円
洋
美
「
ア
ム
ー
ル
川
流
域
少
数
民
族
の
狩
獄
漁
携
活
動
」

(
大
貫
静
夫
・
佐
藤
宏
之
編
『
ロ
シ
ア
極
東
の
民
族
考
古
学
』
六
一

書
房
、
二

O
O
五
年
)
、
二
三
1

四
一
頁
。

(
3
)

犬
飼
哲
夫
「
樺
太
オ
ロ
ッ
コ
の
海
豹
獄
」
(
「
北
方
文
化
研
究
報



告
」
第
四
輯
、
一
九
四
一
年
)
、
二
五
1
二
六
頁
。

(
4
)

澗
潟
久
治
『
ウ
イ
ル
タ
語
辞
典
』
(
網
走
市
北
方
民
俗
文
化
保
存

協
舎
、
一
九
八
一
年
)
、
一
六
六
頁
。

(
5
)

岡
同
宜
一
『
樺
太
の
動
物
』
(
棒
太
一
腰
博
物
館
叢
書
六
、
樺
太
文

化
振
興
舎
、
一
九
四
二
年
)
、
二
四
頁
。

(
6
)

西
鶴
定
嘉
『
樺
太
の
歴
史
』
(
図
書
刊
行
舎
、

81 

一
九
七
七
年
)
、
二

八
l
三
O
頁。

(
7
)

樺
太
磨
編
『
樺
太
動
物
調
査
報
告
』
(
樺
太
磨
、

八
O
頁。

二
O
O
六
年
二
月

A
五
版

一
九
一
四
年
)
、

京
都
京
都
大
島
7
皐
術
出
版
舎

四
十
五
三

O
頁

七

0
0
0国
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